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　日常生活を送るうえで、自ら外出したり、誰かを招いたり、配達を頼んだりすることで、ヒトやモノの移動が発

生しています。この”移動”を定量的に計測し、地域住民の行動を把握することで、地域課題の原因を探ったり、

生活の利便性を計測したり、施設の新設や統廃合の計画評価などを行っています。
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　施設を新設する際には、その用途にふさわしい立地場所を考える必要があります。一方で、これからの時代、今

まで使われていた建築物（＝ストック）を活用するために、ふさわしい用途に転用することも求められます。    

この”ふさわしさ”を数値で示し、計画者や利用者と共有することで、より暮らしやすい地域を実現することがで

きます。

人口分布と内科を標榜している病院の分布 病院までの移動時間の分布

公共施設の統廃合、公共交通網の再編、空家のストック活用【利用が見込まれる分野】
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